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M1では担当教員と研究の短期的な方向性を話し合ったうえで、自身で実験を進めていきます。指導教員は時々助
言を行いますが、基本的には自身の実験をどの様に組み立てれば目標に到達できるのか、トレーニングする期間
となります。M2では更に長期的な目標即ち修士論文に向け実験計画を立て、自身で遂行することが出来るよう指
導しています。前期課程中にはポスター及び口答でそれぞれ１回は学会発表することを目標とします。なお、標準
の授業に加え、本講座はおおよそ月１回のペースで研究報告を行い、全体で議論を行っています。この研究会に
加え、本講座単独で勉強会、論文紹介を実施しており、研究の背景を学びながら、研究を進めていくことになりま
す。

研究室生活の紹介等
研究に対する情熱を持ち続け研究に邁進するのはもちろんですが、化学者としての安全衛生管理、グループ活動
といった基本的な約束事を守ることの方がより重要となります。これらを踏まえれば基本的に自由な研究生活を過
ごせると思っております。現在本研究室では学部からそのまま継続して所属している人たちで構成されております
が、興味がありましたら、ぜひ研究室所属のメンバーに研究室内の様子を聞いてみて下さい。

教員からのメッセージ
電気化学により我々は快適な生活を送っているにも関わらず，電極反応の本当の姿はよく判っていません。現在
は燃料電池開発へとつながる酸素還元触媒の研究や蓄電デバイスを目指した新規な導電性高分子の研究に取り
組んでいますが、具体的には特異な反応場における過渡的な反応経路に注目し，その発現要因を上手く生かすこ
とが研究課題となります。未知の領域に挑戦するためには実験的な証明や他者の研究成果、学問として専門分野
を学ぶなど、様々な手段を組み合わせることになりますが、大切なことは自身の実験的証明が独りよがりになって
いないか検討する点です。この検討の上で特異な現象を実験的に明らかにし、未だ解明されていない電極反応の
本当の姿を探しにいきましょう。

物質化学専攻 研究分野 機能開発化学

修飾電極は触媒作用，選択的反応性，トランデューサ，センサなどの機能を保持しており，広い学問分野及び応用
分野にその展開が期待されています。しかし，電極界面とその近傍における「電子移動プロセス」と「分子認識」を
実験的・理論的に理解しなければ，新規な修飾電極の開発は望めません。そのため，電気化学的手法を用いて電
極上での特異的な反応を電荷移動メカニズムや分子間相互作用の観点から検討し，電子や物質の輸送，化学反
応の制御可能な機能性分子修飾電極を設計・開発することを目指しています。

博士前期課程/後期課程院生の指導方針、具体的なカリキュラム、研究室での活動等

研究課題の概要
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